産業廃棄物処理業「最終処分職種/処分場の全般管理職務」


【概要】
長期にわたる処分場の管理に関し、埋立て位置、施設整備を含む一定期間ごとの埋立て管理計画を立案し、その進捗を管理する職務。

【仕事の内容】

最終処分部門を統括し、そこに関わる全ての経営的な資源を的確に配分しながら経営目標に基づいた部門の達成すべき成果を確認し、それを達成するための業務課題を明確にした上で、部門活動を進めていくための計画を立て、達成管理していく仕事である。部門の管理者においては、廃棄物の受入れ状況や施設の稼動状況に応じて廃棄物の処理計画を立案するとともに、行政対応や地域対応を行うための能力が求められる。また実務者においては、自社施設の状況等について情報を事前に準備し供給するような能力が求められる。
【求められる知識・経験】

（１）廃棄物の排出ニーズと受入れ余地とのそれぞれのバランスを踏まえ、効率的な受入れ計画を立案するための知識が必要となる。

（２）計画を実際に運用していくための、人員配置、スケジュール管理等のノウハウが求められる。

（３）適正な収益をあげるために、処理の実績をもとに、実際の損益を把握するためのコスト管理に関する知識が求められる。

（４）トラブルを防止し、未然にその兆候をとらえるため、危険や事故の事例や防止に関する知識は必要である。

（５）行政や地域住民との折衝をこなすことが求められるため、コミュニケーションの能力が必要である。

【関連する資格・検定等】

・危険物取扱者甲種［国家資格：総務省、実施機関：(財)消防試験研究センター］

・危険物取扱者乙種［国家資格：総務省、実施機関：(財)消防試験研究センター］

・公害防止管理者［国家資格：経済産業省、実施機関：(社)産業環境管理協会公害防止管理者試験センター］

・産業廃棄物最終処分場施設技術管理者［実施機関：財団法人日本環境衛生センター］

【平成１１年改定・労働省職業分類（小分類）との対応】

　　071　その他の技術者（071-99 廃棄物処理施設技術管理者）

